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相模湾初記録のナルトビエイ・ヒメイトマキエイ（エイ目トビ
エイ科），および稀種ユメタチモドキ（スズキ目タチウオ科）の

同湾からの確実な記録について

崎山 直夫・瀬能 　宏・御宿 昭彦・神応 義夫・伊藤 寿茂

Tadao Sakiyama, Hiroshi Senou, Akihiko Mishiku, Yoshio Kanou & 
Toshishige Itoh:  First Records of Two Species of the Myliobatid Rays, 

Aetobatus flagellum and Mobula diabolus from Sagami Bay with a 
Certain Record of a Rare Trichiurid Fish, Evoxymetopon taeniatus

 

はじめに
　相模湾（Senou et al., 2006; 図 1）の魚類相研究は，
1852年～ 1854年にかけて来航したペリー一行が持ち
帰った標本に基づくブレフールトの研究まで溯る（瀬
能 , 2007）。以後，多くの研究者の手によって魚類相の
解明が進められてきたが，Senou et al. (2006) は過去
の記録を初めて包括的に目録化し，同湾から 1517種の
魚類を報告した。しかしながら，その後も新しい知見は
増え続けており，例えばメガマウスザメ Megachasma 
pelagios，ナカムラギンメ Diretmichthys parini，
バ ラ ヒ メ ダ イ Pristipomoides typus， ア カ ボ ウ 
Bodianus cylindriatusといった多様な魚類が相模湾初
記録種として報告されている（樺沢 , 2010; 瀬能 , 2006; 
御宿 , 2006; 崎山・瀬能 , 2008）。
　著者らは相模湾の魚類相を明らかにする目的で，同
湾産魚類の標本や画像の収集を継続しているが，最近，
新たにエイ目トビエイ科のナルトビエイ Aetobatus 
flagellum とヒメイトマキエイ Mobula diabolus の相
模湾における分布を確認できた。また，これまで同湾か

Abstract.  Aetobatus flagellum (Bloch et Schneider, 1801) and Mobula diabolus (Shaw, 
1804) (Rajiformes: Myliobatidae) were first recorded from Sagami Bay on the basis 
of single specimen each.  The specimen of the former is a female of 337.5mm in disk 
width fished off Enoshima on 28 May, 2010, and the latter one is a female of 1860.0 mm 
in disk width fished off Komekami on 26 July, 2010.  Additionally, two specimens of 
Evoxymetopon taeniatus Gill, 1863 (Perciformes: Trichiuridae) without a scientific record 
from the bay were collected from Kawana (607.2mm SL, 11 March, 2009) and Tateyama 
Bay (1638.0 mm SL, 90m depth, 14 March, 2010).  Their descriptions, figures, and notes 
on the distribution were given.

図 1．相模湾の範囲（点線の内側）と採集地点．A：ナ
ルトビエイ Aetobatus flagellum；B：ヒメイトマ
キエイ Mobula diabolus；C, D：ユメタチモドキ 
Evoxymetopon taeniatus．
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ら学術的な記録のなかったタチウオ科の稀種ユメタチモ
ドキ Evoxymetopon taeniatus の標本を入手できたの
で，これら 3種を合わせて報告する。
　標本の計数・計測にあたり，ナルトビエイとヒメ
イトマキエイについては Notarbartolo-di-Sciara 
(1987) およびMarshall et al. (2009)，ユメタチモ
ドキについては Burhanuddin et al. (2002) および 
Chakraborty et al. (2006) に従ったが，必要に応じ
て上記にない部位も調査した（図 4, 図 7; 追加計測部位
については各種の記載を参照）。計測にはできる限りノ
ギスを用い，必要に応じてメジャーを使った。なお，本
研究に使用された標本は，神奈川県立生命の星・地球博
物館の魚類標本資料（KPM-NI）として登録・保管した。
また，同標本資料の鮮時の色彩を記録するための画像
は，同館の魚類写真資料データベース（KPM-NR）に
登録した。

ナルトビエイ
Aetobatus flagellum (Bloch et Schneider, 1801)

（図 2）
　神奈川県藤沢市の江の島地先で採集されたトビエイ科
の 1種の 1標本（KPM-NI 27063）を精査したところ，
吻が鋭角を成すこと，頭部背面から見た時に噴水孔が確
認できること，背鰭が腹鰭間に位置すること，尾部が著
しく長いこと，体色が一様に暗褐色であることからナル
トビエイに同定された。
　日本産のナルトビエイはは真の Aetobatus flagellum 

とは別種の可能性も指摘されているが（青沼・吉野 , 
2000; 山口 , 2006），本報告では現状のまま本種の学名
を A. flagellum とした。
　ナルトビエイは，西部太平洋，インド洋，紅海に分
布し，温帯から熱帯の沿岸域に生息する（青沼・吉野 , 
2000）。日本国内では 1989年に長崎の五島西沖（山田・
三谷 , 1989）から初めて報告された後，1990年に兵庫
県浜坂町（鈴木・細川 , 1994），1994年に大阪府岬町
（清水・波戸岡 , 1997）と愛知県内海沖（中島 , 2007），
1996年に愛媛県双海町（清水・波戸岡 , 1997）や有明
海（鷲尾ほか , 1996），1998年に秋田県能代市と 2000
年に秋田県潟上市（秋田県農林水産部農林水産技術セン
ター , 2008），2001年に広島県大野町ほか（重田・薄 , 
2001），2002年に山口県下関（大橋 , 2003），2004年
に石川県能登町（辻ほか , 2010），2007年に秋田県男
鹿市（秋田県農林水産部農林水産技術センター , 2008; 
本研究）と熊野灘（三重県尾鷲市の定置網で漁獲 ; 水野
氏私信）から相次いで記録された。本種はこれまで相模
湾からの報告はなく，本報告の標本が初記録となる。
　今回の相模湾からの記録を合わせると，本種は年々そ
の分布域を九州西部から北へ拡大しているように見え
る。しかしながら，山口（2006）によれば，1972年に
長崎県野母崎からの本種の確実な記録があり，1955年
の有明海の魚類リストには本種と思われるものが掲載さ
れているという。こうした事実から山口は近年になって
本種が急激に増加したかどうかははっきりしないとして
いる。しかしながら，一方では本種によるアサリなどの

図 2．ナルトビエイ Aetobatus flagellum，KPM-NI 27063，雌，体盤幅 337.5mm，体盤長
198.9mm，全長 784.0mm，神奈川県藤沢市江の島地先．
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水産有用貝類への食害防止の目的で，2001年以降は有
明海で，2004年以降は周防灘南部で駆除作業が行われ
ている（伊藤・福田 , 2010）。相模湾においても今後の
本種の動向に留意する必要があろう。
　標本・画像
　KPM-NI 20037（= KPM-NR 58954A-D），1 個
体，秋田県男鹿市脇本地先，小型定置網，水深 10m；
KPM-NI 27063（= KPM-NR 49305A-G），1 個
体，雌，体盤幅 337.5mm，体盤長 198.9mm，全長
784.0mm，神奈川県藤沢市江の島地先（図 1A），シラ
ス引き網，2010年 5月 28日。

ヒメイトマキエイ
Mobula diabolus (Shaw, 1804)

（図 3; 表 1）
　神奈川県小田原市の米神漁場の定置網で採集されたト
ビエイ科の 1種の 1標本（KPM-NI 26741）を精査し
たところ，頭鰭があること，背鰭の後方に尾棘がないこ
と，噴水孔が胸鰭基部の下方に開くこと，体の背面は暗
い紫みを帯びた青色であることからヒメイトマキエイに
同定された。
　ヒメイトマキエイは，国内では新潟県柏崎市，山陰浜
田，北海道の太平洋沿岸，青森県，鹿児島県，沖縄など
から記録があり（森 , 1956; 本間ほか , 1990; 青沼・吉
野 , 2000; 上田ほか , 2003; 本村 , 2008），海外では台
湾，フィリピン，東部インド洋の亜熱帯から熱帯に分布
し，体盤幅は 1.7mに達するとされている（青沼・吉野 , 

2000）。本種はこれまで相模湾からの報告はなく，本報
告の標本が初記録となる。
　今回採集された個体は，体盤幅 1860mmの雌で，青
沼・吉野（2000）に示された値よりも大きかった。ま
た，背面に 1カ所，腹面に 3カ所のダルマザメ Isistius 
brasiliensis によるものと考えられる完治した食痕が見
られた。
　Notarbartolo-di-Sciara (1987) は Mobula diabolus 
を Mobula mobular (Bonnaterre, 1788) の新参異名と
みなしたが，本研究では西田（1990）に従い，ヒメイト
マキエイの学名を M. diabolus とした。
　なお，本種の大型個体は，標本として保管される機会
がきわめて稀であり，計測値の情報もほとんどない。今
後の参考のために詳細な計測値を表 1に示した。また，
計測方法を明確にするため，図 4に部位を示すとともに，
以下，方法を補足した。8 Disc thickness: 体盤の最大
厚 ; 9 Pectoral length 1: 胸鰭端部と噴水孔前端部間
の距離 ; 22 Cephalic fin length: 噴水孔前端部と頭鰭
先端部間の距離 ; 24 Eye diameter: 外部から確認でき
る眼窩の水平径 ; 28 Mouth width: 下顎の最大幅 ; 29 
Nasal curtain length 1: 当該部位の最大幅 ; 30  Nasal 
curtain length 2: 当該部位の最小幅 ; 33 Internarial 
distance: 鼻 孔 間 の 最 小 幅 ; 31 Upper toothband 
lengthおよび 32 Lower toothband length: 触診なら
びに目視で確認できた歯帯の幅 ; 34 Spiracle length: 
噴水孔の最大長 ; 35 Interspiracle distance: 噴水孔間
の最小幅 ; 46 Tail widthおよび 47 Tail height: 背鰭

図 3．ヒメイトマキエイ Mobula diabolus，KPM-NI 26741，雌，体盤幅 1860.0mm，体盤長 950.0mm，全長
2100.0mm，神奈川県小田原市米神沖．
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表 1．ヒメイトマキエイ Mobula diabolus の計測値

計測部位の番号は図 4に対応；単位はmm．

図 4．ヒメイトマキエイ Mobula diabolus の計測部位．
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基底後端部での尾部の幅および高さ。
　標本・画像
　KPM-NI 26741（= KPM-NR 49190A-J），1 個
体，雌，体盤幅 1860.0mm，体盤長 950.0mm，全長
2100.0mm，神奈川県小田原市米神（図 1B），定置網，
2010年 7月 26日。

ユメタチモドキ
Evoxymetopon taeniatus Gill, 1863

（図 5, 図 6; 表 2）
　静岡県伊東市川奈沖と房総半島館山湾沖で採集された
タチウオ科の 1種の 2標本（それぞれ KPM-NI 23809 
および KPM-NI 26176）を精査したところ，頭部はよ
く側扁し，眼は側面中央よりもやや下に位置すること，
尾鰭があること，腹鰭は鱗状であること，背鰭第 1棘は
伸長せず，総背鰭鰭条数は 81～ 93の範囲内にあるこ
となどの特徴により，ユメタチモドキに同定された。
　ユメタチモドキは，体長 2mに達する大型種で，朝

鮮海峡西南部から東シナ海の大陸棚縁辺および斜面域
に分布するほか，新潟県親不知沖から記録されている
（本間ほか , 1984; Shinohara et al., 2005; 山田ほか , 
2007）。また，海外では西部大西洋に局所的に分布する
（Nakamura & Parin, 1993）。
　相模湾では，羽田（2003）や御宿（2009）により広
報誌でユメタチモドキの採捕が紹介されたが，標本に
基づく科学的な報告は今回が初めてとなる。なお，御
宿（2009）により紹介された個体は本報告の KPM-NI 
23809 である。また，この個体や羽田（2003）により
紹介された個体は，いずれも体長 70cm以下の幼魚で
あったが，本報告の館山湾沖の個体（KPM-NI 26176）
の体長は 1638.0mmであり，相模湾には成魚も生息し
ていることが確認された。
　相模湾は，日本の太平洋沿岸ではユメタチモドキの唯
一の分布地であり，主要な生息地である東シナ海の大陸
棚域からは地理的に大きく離れている。そのため，相模
湾における本種は孤立した個体群からなる可能性がある

図 5．ユメタチモドキ Evoxymetopon taeniatus，KPM-NI 23809，体長 607.2mm，静岡県伊東市川奈沖．

図 6．ユメタチモドキ Evoxymetopon taeniatus，KPM-NI 26176，体長 1638.0mm，房総半島館山湾沖産．左下：鱗状
の腹鰭（左側は一部破損）；右下：肛門と鱗状の臀鰭第 1鰭条．



106

図 7．ユメタチモドキ Evoxymetopon taeniatus の計測部位．

が，それを裏付けるための利用可能な形態的情報はほと
んどない。今後の参考とするため，相模湾産標本の詳
細な計数・計測値を表 2に示した。また，計測方法を
明確にするため，図 7に計測部位を示した。なお，35 
External anal-fin rays は棘が視認できた臀鰭条数，
37 Gill rakers (upper+middle+lower) は棘が視認で
きた鰓耙数である。
　標本・画像
　KPM-NI 23809（= KPM-NR 47396A-C），1 個
体，体長 607.2mm，静岡県伊東市川奈（図 1C），定置
網，2009年 3月 11日，下田海中水族館に活魚で搬入後，
翌 3 月 12 日に死亡；KPM-NI 26176（= KPM-NR 
48760A-C），1個体，体長 1638.0mm，房総半島館山
湾沖（図 1D），水深約 90m，マダイを対象とした延縄漁，
2010年 3月 14日。
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